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木質バイオマスエネルギー
地域利用の促進について

高知県 木質バイオマス関係勉強会

平成24年9月18日

チーフアナライザー 小出 理博(KOIDE Masahiro)
http://www.mori-energy.jp/
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http://www.mori-energy.jp/
Tel. 0428-28-0010 fax. 0428-28-0037

Mobile. 090-2150-5723 Email.koide@mori-energy.jp

本日の内容

1.平成２３年度木質バイオマスエネルギー地域利用等
促進事業の報告
1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討

2.木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて2.木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
成功事例の創出に向けてのポイント等
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事業の目的
【背景】
①木質バイオマスを利用していく上で未解決の課題を抱えている状況

・木質バイオマス燃料の効率的な配送
・燃焼灰の取扱い・燃焼灰の取扱い
・県内産ペレットの量と質の安定供給等など

②豊かな森林資源を活用した木質バイオマスエネルギーの利用拡大を
引き続き推進していくために、県内への展開を見据えた新規事業の
模索・検討が必要

【目的】木質バイオマスエネルギーの更なる利用拡大を見据えた検討
1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
地域の取組み内容、課題の把握、協議会設立の検討

1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
集約型地域熱利用システムの検討を行い、事業化可能性の評価

1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
原材料となる低質材からチップ、ペレット、おが粉を
製造することを想定し、事業性について検討

1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
安芸地域における地域循環システムの概要

施設園芸・農業用ハウスへペレットボイラーを率先して導入
⇒小規模分散型のユーザーであるため、効率的な循環システムの構築が必要
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
現状把握（ペレットボイラ使用農家へのアンケート結果）
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
関係事業者による意見交換会の必要性

木質バイオマスの利用を進める上で、関係事業者の置かれている状況（課題、
ニーズ）を共有し、農業サイド⇔林業サイドでの連携がどうしても必要。

問. 意見交換会の必要性はある？
0 1 2 3 4 5 6

はい

いいえ

問. 意見交換会の必要性はある？
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その他



1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
関係事業者による意見交換会の必要性

問. 会合で議論・情報共有したい事項

0 1 2 3 4 50 1 2 3 4 5

抱えている課題の共有、解決に向けての議論

他地域での同様の取り組み

助成金情報
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木質バイオマス以外の事項（農業経営等）

その他

1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
ペレットボイラー導入農家による運用上の工夫等

事業者独自にシステムの安定稼働、効率的な運転のため、対策を実施。
⇒共有、実践していく必要あり！
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
現状を踏まえての安芸地域における実施計画案

①安芸地域での協議会設立と地域循環システムの構築
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
現状を踏まえての安芸地域における実施計画案

②ペレット製造システムの技術向上のための事業

③木質バイオマスに関わる情報の整理・集約・広報
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
木質バイオマスシステムの効率化（ペレット輸送）

安芸地域でのペレットの配送は、現状、ユニック車（2t）による
フレコンバッグで実施

従来システム（フレコンバッグを用いた2tユニック車による配送）の課題等
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
木質バイオマスシステムの効率化（バルク車による配送）

＜木質燃料㈱（岐阜県）の事例＞
1回の配送あたりの積み込み時間を36分短縮し、人件費1,045円/ペレットt
の削減が可能
ただし、以下の点に留意が必要。
・道路幅（車両が通行不可の可能性）とユーザーの位置情報の把握・道路幅（車両が通行不可の可能性）とユーザーの位置情報の把握
⇒効率的な輸送ルートを検討した上で導入
・バルク車による配送では、ペレットの積み込みに時間がかかる
⇒同様に短時間で積み込みが可能となる設備を設置することが望ましい
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1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
木質バイオマスシステムの効率化（燃焼灰の輸送）

【パターン1】各農家で発生する燃焼灰を自らが収集
【パターン2】配送事業者が一括して農家の灰を収集

試算の条件
備考

収集・運搬者

配送方法手段

① 配送車両の燃費 10 km/L 5 km/L 想定値

② 軽油単価 石油情報センター平成24年2月

③ 配送距離 安芸市街⇔エコサイクル高知

④ 対象農家数 想定値

⑤ 灰の発生量 想定値

⑥ 往復回数 30 回/年 3 回/年

⑦ 配送に係る人件費単価 2人分×20,000円/回/人

⑧ 燃焼灰の分析単価 想定値

120 km

30 戸

150 kg/戸/年

円/検体

123.2 円/L

40,000 円/回

パターン1 パターン2

軽トラック

各農家

2tトラック

配送事業者（一括収集）

210,000

試算の条件
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⑧ 燃焼灰の分析単価 想定値

⑨ 燃焼灰の処理単価 エコサイクル高知の受入れ単価

⑨' 燃焼灰の再生利用単価 ※ペレット化せず袋詰めのみ実施

⑩ 走行距離 3600 km 360 km ③×④

⑪ 軽油使用量 360 L 72 L ⑩÷①

⑫ 軽油費用 44,352 円/年 8,870 円/年 ⑩÷①×②

⑬ 配送に係る人件費 1,200,000 円/年 120,000 円/年 ⑥×⑦

⑭ CO2排出係数（軽油） 2.58 kg-CO2/L

CO2排出量（軽油） 929 kg-CO2 186 kg-CO2 ⑪×⑭

7,400 円/t

円/検体

15,750 円/t

210,000

1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
木質バイオマスシステムの効率化（燃焼灰の輸送）

各農家が各自で灰の持ち込み・処理を行うパターン1では、パターン2に比
べ合計費用が約9倍かかる。
小規模分散型ユーザーにおけるペレットボイラーの普及を促すためには、小規模分散型ユーザーにおけるペレットボイラーの普及を促すためには、
配送事業者（集約する事業者は誰でも良い）が一括して灰の収集、
処分場への持ち込みまでを担当することが必要不可欠

試算結果：コストの比較（パターン1,2 ）
備考

燃焼灰の分析費用 6,300,000 円/年 630,000 円/年 ⑥×⑧

燃焼灰の処理費用 70,875 円/年 70,875 円/年 ④×⑤÷1,000×⑨

燃焼灰の収集・配送コスト 1,244,352 円/年 128,870 円/年 ⑫+⑬

パターン1 パターン2
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燃焼灰の収集・配送コスト 1,244,352 円/年 128,870 円/年 ⑫+⑬

合計 7,615,227 円/年 829,745 円/年



1-1. 地域循環システムの検討（安芸地域）
集約型クレジット制度の活用

国内クレジット制度（プログラム型排出削減事業）
CO2排出削減事業の運営・管理をおこなう者（運営・管理者）が家庭など複数
の排出削減事業者をとりまとめ、ひとつの排出削減プロジェクトにする方法。
・プロジェクトへの新規の排出削減事業者の参加手続を簡易化
・プロジェクト申請時には参加者に了承（捺印が必要）・プロジェクト申請時には参加者に了承（捺印が必要）
・参加者数が増えるに従い、事務手続きの煩雑さも多くなる
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
検討概要

熱需要が集中している地域については、地域熱供給システムの可能性もあり
 

デイサービスセンター 

既存ボイラ 291kW 

ホテル星羅四万十 

既存ボイラ 372kW 

（186×2台） 

既存ボイラ 291kW 

バイオマスボイ

ラ 

老人ホームかわせみ 

既存ボイラ 733kW 
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ヘルスセンター 

既存ボイラ 116kW 【凡例】 

      ：バイオマスボイラ 

       ：熱利用施設 

       ：熱供給配管 



1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
バイオマスボイラ導入による収支の考え方

・現状では、化石燃料ボイラ導入費＜バイオマスボイラ導入費
・【採算性確保のための必須条件】

化石燃料価格（エネルギー利用単価）＞バイオス燃料価格
・バイオマス燃料の使用量が多い施設ほど、事業性は確保しやすい
・既存化石燃料ボイラから更新を検討する際は、年間を通じて化石燃料ボイラが・既存化石燃料ボイラから更新を検討する際は、年間を通じて化石燃料ボイラが

使用されており、燃料使用量が多い施設ほど有望
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
試算条件（チップ・ペレット・薪で試算）
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
熱供給配管の検討

熱供給配管に係る費用として、配管の費用や道路等を通過する部分の架台
または埋設にかかる費用、緑地や建物壁を通過する際に必要な架台の費用
等が挙げられる。地域熱供給を行う場所によって、配管距離や通過ルート
による工事条件が異なる。による工事条件が異なる。

配管サイズごとの供給熱量・放熱ロス・単価（温水供給の場合）
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
熱供給配管の検討
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
熱需要の検討

各施設の熱需要変動に大きく影響する条件
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1-2. 集約型地域熱利用システムの検討（西土佐地区）
試算結果（チップボイラ導入時）

チップボイラによる地域熱供給で収支は黒字。より集中的な熱需要が
あれば、さらに採算性は向上する。
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

岐阜県の導入事例を参考に、
チップ、おが粉、ペレットを生産する
設備の事業収支を検討。

・想定する原材料はC,D材
・おが粉はチップ生産の過程で

副次的に発生するとし、その半量を
一部ペレット化して販売
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

試算条件：資本関連
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

試算条件：運転維持関連
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

試算条件(続) ：運転維持関連
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

試算条件：製品の販売単価
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1-3. 森林資源の総合カスケード利用の検討
木質バイオマス生産施設（チップ、おが粉、ペレット）の検討

・今回検討したプラント(年間の原木処理量が6,000㎥/年)は、比較的小規模
ということもあるが、丸太を燃料や敷き料など比較的金銭価値の低い商品
をメインに販売するのは経済的に困難。
・実機導入の検討時には、地域の森林資源（特にC,D材）の利用可能性を
鑑みながら可能な限り、スケールメリットを創出できる規模のプラント設

試算結果：プラントの稼働率別の事業収支

鑑みながら可能な限り、スケールメリットを創出できる規模のプラント設
計を行う必要あり。
・製品の高付加価値化（ナノファイバー化等）や、A,B材の活用とあわせ
て事業戦略を検討する必要あり。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
カスケード利用の考え方

木質バイオマスエネルギー利用を考える際は、カスケード利用を行っていくことが
望ましい(1本の丸太の付加価値を上げる)。木材の場合、製材品、合板、集成材と
いったマテリアル利用から始まり、これらの製造過程から発生した副産物をエネル
ギー利用するという流れになる。ギー利用するという流れになる。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
木質バイオマス燃料の利用技術

木質バイオマスは、燃料形態やその変換方式によって多様な利用用途があ
り、地域の状況や需要先の条件に応じて利用方法を選定する。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
各種木質バイオマス燃料の長所と短所

それぞれのメリット、デメリットを考慮して現地に適した木質バイオマス
燃料を選択することで、総合的に効率の良いシステムを構築。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
森林バイオマス関連事業 投資金額の目安

木質バイオマスを活用するにあたって、選択する利用システムにより投資
額が大きく異なる。地域の実情、予算等を踏まえ、システムを検討。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
熱利用先の種類（ターゲットを探す）
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
最適システムの導入（熱利用施設）

木質バイオマスエネルギーの利活用事業の導入に当たっては、熱供給規模
と需要先の確保が重要。木質バイオマスの導入に適した施設がある。

34

木質バイオマスボイラーによる熱供給で有利となる条件



2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
木質バイオマスボイラー導入前の課題例

「E:購入する木質バイオマス価格及び品質」について、価格が高価である
こと(主にペレット)や、燃料の品質(含水率、形状の一定 等:主にチップ)に
関わる内容、及び「B:ボイラーメーカーの選定」についての「情報が少な
い(メーカ ー情報、性能等の判断基準等)」となっている。い(メーカ ー情報、性能等の判断基準等)」となっている。
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調査対象:全国の木質バイオマスボイラー導入施設の中から、
140 施設を抽出 （ 有効回答数:70 件 ・ 回答率:51.9%）

2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
木質バイオマスボイラー導入後の課題例

ボイラーのトラブル（燃料詰まり、クリンカ発生）、メンテナンス体制
（メーカー、管理者）、灰処理について回答が多い。
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2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
木質バイオマスボイラー導入の手順①

木質バイオマスボイラー導入に至る過程で、事前にポイントを押さえて
検討することにより、導入後のトラブルを軽減することができる。

37
出典：木質ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ導入指針 (H23年度林野庁事業 報告書)

http://www.mori-energy.jp/hrd_lca.html

2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
木質バイオマスボイラー導入の手順②
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出典：木質ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ導入指針 (H23年度林野庁事業 報告書)

http://www.mori-energy.jp/hrd_lca.html



2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
成功事例の創出～ ポイントおよび外部への働きかけ～

★導入候補先の既存システム、運用・熱需要パターンの把握

★効果的なボイラー導入に必要な条件
・ボイラーの適正出力の選定、助成金活用・ボイラーの適正出力の選定、助成金活用
・燃料性状とボイラー特徴のマッチング
・全体的な最適システムの設計構築（蓄熱タンクの容量など）
・安定したバイオマス燃料の調達
・アフターフォローを含めたメーカー選定
・ボイラー運用後の効果確認・フォロー、関係事業者間での

情報共有⇒課題解決！！
【参考】H23年度 林野庁事業 成果報告書

・木質バイオマス人材育成事業報告書（PDFファイル・8MB）
・木質バイオマスボイラー導入指針（PDFファイル・1MB）
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・木質バイオマスボイラー導入指針（PDFファイル・1MB）
※当社ＨＰよりダウンロードが可能です。是非ご活用下さい。

http://www.mori-energy.jp/hrd_lca.html

★メーカーによる技術開発、イニシャルコスト低減

★成功事例の学習（民間の底力、需給バランスのマッチングなど）

2. 木質バイオマスエネルギーの地域利用に向けて
成功事例の創出～高付加価値化のために～

木質バイオマス事業は何らかの方法で経済的なメリットを
出さなければ導入はなかなか進まない。
比較的成功している事例に関して、主に以下の点が共通。比較的成功している事例に関して、主に以下の点が共通。
トラブルや課題はつきもののようだが、果敢にトライし、
解決している。この姿勢こそが重要。
★ 事業者自身での創意工夫による効率的なシステムの運転

※当然、最初はメーカーに頼るが、自社でやってしまう。
★ 燃料を安価に安定的に調達（自社で調達する事業者も）

⇒木質バイオマス燃料で、世界情勢・天災からのリスク回避
★ 上手く助成金を活用
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★ 上手く助成金を活用
★ 木質バイオマスを使用することによる意義や取り組みのPR

⇒自社のブランド化・高付加価値化
⇒バイオマス導入で、取引先や消費者への販売量が増加



ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
本事業にご協力を頂いた皆様に

深く御礼申し上げます。
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最良の燃焼を目指して 

                         平成 24年 9月 18日 

                      （株）東洋トピナ 下元一郎 

燃焼の苦労 

１） 灰が多いほど不完全燃焼 

a)木が燃えるのではなく高温により木部より発生したガスが燃える 

b)灰が少ないのは上手くガスとして取り出し燃焼させることにより 

炭化分を出来るだけ少なくするから 

    c)最良の燃焼を得るには最適な空気量とガス化する燃焼温度が必要 

 

２） 木質燃料をペレット化する理由 

a) 容積を少なくして運搬や取り扱いを利便する 

b) 難燃性を保持して燃焼の安定を図り燃焼効率を上げる 

 

３） 燃焼室の容積 （燃焼室の大きさでカロリー発生量が決まる） 

a) 自然吸気自然排気で１㎥ 20万 Kcal、強制吸排気で１㎥５０万 Kcal 

が最良燃焼の目安ではないかと考えます 

b) 機器の能力に合ったペレット投入量を決め投入量に合った空気量設定 

を得ることが良い経済性を生む 

c) 灰の中に炭化物が混入する 

 

４） 経済的な運転のために 

ア） 燃焼室に必要以上の空気を供給した場合 

a) 燃焼室温度を下げガス発生の妨げとなる 

b) 不完全燃焼により灰が多くなる 

イ） 燃焼空気量が不足した場合 

a) 排煙が黒くなりボイラー内に煤が付着する 

b) 一次燃焼で一酸化炭素が発生するが空気不足で二次燃焼に至らない 

最悪の場合煙突内で二次燃焼を起こし危険である 

c) 燃焼室が炭窯状態となり灰に炭化物が多くなり灰の総量が増す 

ウ） 燃焼の良否は全て空気量の設定に尽き、燃焼の良否が経済性を左右す 

る 

良い空気量設定が良い燃焼を生み、良い効率を育て良い経済性を 

得られる 



平成２４年９月１８日平成２４年９月１８日

木質バイオマス勉強会

(株)東洋トピナ 下元 一郎

＜会 社 概 要＞

◆ 会社名：株式会社東洋トピナ

◆ 所在地：（本社）和歌山県有田市宮原町

（高知支店）高知市春野町森山三ツ橋西828

◆ 主要設備：土地 3,960㎡（養鰻池面積 2,937㎡）

◆ 事業概要：平成21年1月より高知市春野で◆ 事業概要：平成21年1月より高知市春野で

養鰻業を開始



東洋トピナ 養鰻池の様子

ウナギの稚魚

ウナギの成魚



木質バイオマスボイラー（日本サーモエナー）

ペレット焚バコティンヒーター BSL-500-A

ペレット焚バコティンヒーター 設置立面図



ペレット焚バコティンヒーター システムフロー図（カタログより）

ペレット投入の様子（フレコンバッグ 約６００ｋｇ）



ペレット燃焼後の燃焼灰（灰送り装置からドラム缶へ）

ボイラー操作パネル



積算熱量計 電力量計

着火用燃料メーター
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